
防災担当の仕事　　　　　　　　　　　　　26.11.5作成
１．防災訓練

① １１月の自主防災訓練実施(市民清掃の後)
・４月「自主防災訓練計画書」「西公園使用申請」「鵜沼地区体育館使用申請書」の作成・届出

・４月、９月東部方面消防署(内容により危機管理室も)と打ち合わせ。

・１０月「要領」など作成し配布。１１月2日(日)実施(ﾘｰﾀﾞｰ役)
② 6月の市主催「各務原市地域防災訓練」参加、(安否確認訓練)
③ 統一自治会の防災組織図作成と市へ
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～ 文化体育担当 事務引継書 ～ 

 

文化体育担当の事務について、下記のとおり引継ぎをします。 

なお、引継ぎにあたっては ｢盆踊り大会｣・「新春の集い」・「その他行事」に分けて説明します。  

 

【盆踊り大会】 

１主なる日程 

 ４月 

 松ヶ丘の役員（自治会長、盆踊り担当者）と話し合 い、別の日に盆踊りが開催可能かどうかを

確認する。日程の調整ができると良いが、前後の週に大きな行事（７月にはおがせ祭り、８ 月に

は夏祭り）があるため同じ日になってもやむを得ない。無理に 別の日にする必要はない。     

また、共催（22年度以前には統一自治会長から話が出たことあり）についても確認する。た

だ、予算の分担や形態の違いもあるので、共催の場合、事前の調整を細かくしておく必要がある。  

 

 ５月 

  ①開催予定日を４月の事務局会議で諮り、５月の役員会で承認をとる。 

  ②開催日の「公園使用許可申請書」及び「公園使用料減免申請書」を市（鵜沼市民サービスセン 

ター）へ提出する。 

 ６月 

  ①下記の実施案及び予算案などを、５ 月の事務局会議で諮り、６月の役員会で承認及び確認をと 

る。 

・準備スケジュール等確認事項 

   ・大会実施（案） 

   ・役割分担（案） 

５月の事務局会議にて人数の割振り を提案し内諾をとり、６月の役員会で承認をとる。 

（前年度を参考に、各係の人数の割振りを見直す。） 

・予算（案） 

・協力のお願い（自治会夜店補助金・練習会・ プログラム配布依頼について）  

・盆踊り開催日の交通整理についてのお願い 。防災担当と協力し交通整理当番を決める。  

・踊りの先生に、練習会での指導を依頼する。 

・その他、協賛・協力先などへの依頼 先（案） 

（プログラムに協賛になっているので、 シニアクラブへも協力依頼を追加すると良い）  

・案内状・挨拶状など提出先 （案） 

② 役員会で承認及び確認を受けた事項の依頼をする。  

  ７月 

  ①下記について、６月の事務局会議で諮り、７月の役員会で承認及び確認をとる。 

・プログラム（案）･･･承認後、印刷し、各自治会長へ各戸配布依頼  

・盆踊り練習会、やぐら組立、撤去についてのボランティアの募集（回覧も作成） 

・盆踊り練習会、やぐら組立 、撤去についての役員への協力依頼 （回覧も作成） 

・騒音のお詫び文書の承認 及び配布先確認・・承認後配布・・・直接訪問の方がよい。  

・司会進行等、当日の役割分担及び業務の内容説明 

届出、１～８丁目の防災組織図ｺﾋﾟｰ保管
　　
２．消火・防災設備の管理(補助金申請を加味して対応する)
　  ①「消火栓」「消火栓標識」「ホース格納箱・架台(内(数とﾎｰｽ劣化注意)外)」「消火器（集会所含む）」の劣化・過不足などの５～６月定期点検と補充・補修

　　　 *「消火栓」「消火栓標識」「消火器(集会所と８丁目１基を除く)」は市の管理

    ② 統一自治会と各自治会保管の防災備品の劣化・過不足などの５～６月定期点検と補充・補修

　　③ １１月の防災訓練に合わせ、個人宅の消火器の購入・更新、詰め替えの斡旋
３．防犯灯の管理(新設・撤去、更新は市で対応を考慮、費用削減のため)
① 防犯灯約３００基の維持管理(球切れ、一部修理)。各町内担当から業者依頼し、

修理状況や請求確認をはじめ取りまとめ
* 街路灯は、市の管理。防犯灯の新設・撤去、更新は市に相談する

② 防犯灯修理業者との窓口(～26年度は「技術と情報舎の三品さん」)

４．防災・防犯に関わる良好な環境維持

頭のチョイ出し駐車をはじめ車の駐車問題、空き巣、車上あらしなど、防災・防犯に関わる回覧などによる啓蒙など
５．西町消防団、東部方面消防署、鵜沼交番との窓口
・４月。統一自治会長と手土産を持って「挨拶」に行く

・通年の窓口
６．ふれあいセンターの防火管理

委員になっているので、会議・防火訓練に参加(主は、防災副が行う)
７．行事

・７月。盆踊り応援　準備片付け作業。当日__ﾎﾟｯﾌﾟｺｰﾝ。来客駐車案内。西消防団接待。
・１月。新春の集い応援(どて鍋の前日準備と当日の賄い)　ほか
・毎月。役員会・事務局会、所属自治会の班長会　で基本月３回の会議

・随時。ふれあいｾﾝﾀｰ運営会議参加
注意1）実施予定の１か月前には文書配布し会議に諮る必要があるので、前倒しで検討し文書作成が必要と思います。
注意2）市からの連絡物は、統一自治会長か各自治会長に来るので、自治会長に書類ｺﾋﾟｰを貰うとｽﾑｰｽﾞと思います。
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～ 文化体育担当 事務引継書 ～


文化体育担当の事務について、下記のとおり引継ぎをします。

なお、引継ぎにあたっては｢盆踊り大会｣・「新春の集い」・「その他行事」に分けて説明します。

【盆踊り大会】

１主なる日程

　４月

　松ヶ丘の役員（自治会長、盆踊り担当者）と話し合い、別の日に盆踊りが開催可能かどうかを確認する。日程の調整ができると良いが、前後の週に大きな行事（７月にはおがせ祭り、８月には夏祭り）があるため同じ日になってもやむを得ない。無理に別の日にする必要はない。　   


また、共催（22年度以前には統一自治会長から話が出たことあり）についても確認する。ただ、予算の分担や形態の違いもあるので、共催の場合、事前の調整を細かくしておく必要がある。

　５月


　　①開催予定日を４月の事務局会議で諮り、５月の役員会で承認をとる。


　　②開催日の「公園使用許可申請書」及び「公園使用料減免申請書」を市（鵜沼市民サービスセン

ター）へ提出する。


　６月

　　①下記の実施案及び予算案などを、５月の事務局会議で諮り、６月の役員会で承認及び確認をと

る。

・準備スケジュール等確認事項


　　　・大会実施（案）


　　　・役割分担（案）


５月の事務局会議にて人数の割振りを提案し内諾をとり、６月の役員会で承認をとる。

（前年度を参考に、各係の人数の割振りを見直す。）

・予算（案）


・協力のお願い（自治会夜店補助金・練習会・プログラム配布依頼について）


・盆踊り開催日の交通整理についてのお願い。防災担当と協力し交通整理当番を決める。

・踊りの先生に、練習会での指導を依頼する。

・その他、協賛・協力先などへの依頼先（案）

（プログラムに協賛になっているので、シニアクラブへも協力依頼を追加すると良い）


・案内状・挨拶状など提出先（案）

② 役員会で承認及び確認を受けた事項の依頼をする。


　 ７月

　　①下記について、６月の事務局会議で諮り、７月の役員会で承認及び確認をとる。


・プログラム（案）･･･承認後、印刷し、各自治会長へ各戸配布依頼


・盆踊り練習会、やぐら組立、撤去についてのボランティアの募集（回覧も作成）

・盆踊り練習会、やぐら組立、撤去についての役員への協力依頼（回覧も作成）

・騒音のお詫び文書の承認及び配布先確認・・承認後配布・・・直接訪問の方がよい。

・司会進行等、当日の役割分担及び業務の内容説明


・中学生との地域行事参加について（案）


・夜店・本部席・テントなどの配置図（案）


②プログラム印刷数は世帯数プラスα。（色紙使用）

　　③練習会。

　　④各務原東消防署及び鵜沼警部補交番へ開催２週間前までに盆踊り開催の文書を提出する。

　　⑤やぐら組立。

　　⑥盆踊り当日。

　　⑦やぐら撤去。

２　協力団体への依頼

盆踊り大会協力依頼先へ、それぞれ下記のとおり依頼する。


①ひびき太鼓


日程が決定次第、出演依頼をする（謝礼は例年２万円であることを了解していただく）。　　　　　予め電話（371-1625　長縄様　蘇原菊園町3-28-2）してから後日文書で郵送する。

※　謝礼は当日、来られたらすぐに手渡す。


事前に来ていただける人数を確認しておく。（差入れの数に関わって必要）

　　　新曲は豊香会からできるだけ早く入手し、テープに録音して手渡す。


　　　（23年度版はＭＤにまとめてある。）


②豊香会


日程が決定次第、参加および指導を依頼する（練習会及び当日の両日）。

加藤先生への依頼は、喫茶「伊万里」さんを通じて依頼（指導は練習会のみ）する。


子ども向けの曲を入れていただくようお願いする。


（アンパンマン音頭等、現在の小学生をイメージして曲を決めておくとよい。）


· 練習会は先生の都合の良い日を優先して決め、事前に回覧で参加を呼びかける。

　（可能な限り練習会の案内に新曲が紹介できるようにする。）

　練習会には先生と豊香会の方が参加および指導、当日は豊香会の方が参加および指導され


る。（指導費＋お車代）

（豊香会の方には当日の手土産として、それぞれにビール・ジュースを数本渡すこと。


また、参加者への飲み物とおつまみ、お菓子を用意する。）　

③女性会


　日程が決定次第、参加を依頼する。

（会長宅へ伺い、練習会及び当日の両日の参加をお願いする）


④子供会


　日程が決定次第、かき氷のお手伝いの依頼と子供さんのソーラン踊りについて確認。

（会長または副会長宅へ伺い、当日のかき氷等の手伝い（５名くらい）をお願いする。）

22年度に子ども会の意見として廃止の要望があり、自由参加で踊ってもらった。23年度はソ


ーラン節は流さなかった。子どもの参加をより活発にするために、何か賞品を出すなどの工夫


をしてもよい。（23年度はジュースを配ったが、当日に急遽決めたため、細かい手順や表彰の


時の方法などで混乱が生じた。）

（重要）PTAの方と当日の帰宅お知らせの時間について調整する。

⑤福祉委員会


　日程が決定次第、お手伝いを依頼する。

（会長宅へ伺い、当日のポップコーン、綿菓子等の手伝い（福祉委員全員）をお願いする。）

⑥缶ビールの手配をする。（役割分担で決めた役員が担当）


※　冷やすケースも借りる。・・・片桐商店かハマヤ

⑦冷やしたジュースの手配をする。（役割分担で決めた役員が担当）


※　冷やすケースも借りる。・・・片桐商店かハマヤ

⑧かき氷の手配をする。（役割分担で決めた役員が担当）


※　H15年度から配達してもらえるようになった。・・・例年は各務原商事

⑨仮設電源工事及び分電箱の設置を依頼する。H22・23年度は技術と情報舎に依頼した

※　櫓組み立て日に合わせて工事等を依頼する。

分電箱は集会所倉庫のものを使用するので当日渡す。


Ｈ22年度は技術と情報舎から分電箱を無償でレンタルした。また、

※　仮設電柱から櫓までの電気の引込までが作業範囲であるが、提灯用電線に繋いでもらう必

要があるので、そこまではお願いする。従って、技術と情報舎が工事を終えるまでに

提灯用電線が完了できるとスムーズに作業ができる。


（H23年度は、放送設備及び提灯の配線については、全面的に技術と情報舎に依頼した。）

⑩ふれあいセンター管理人


・練習会日程が決まり次第、会場を予約する。同時に、練習会前日に接待用のお茶・ジュース

を冷蔵庫に冷やせるよう依頼する。

　　　・当日にはトイレを開放するため、その対応の依頼と差入れを忘れないこと。又、椅子借用の

　　　　お願いをする。

⑪その他


騒音等のお詫び状は公園周辺の４・５丁目の方に配布している。（23年度のデータに詳細は明記）

※　配布先は念のため役員会で確認する。

３　盆踊り練習会

①ジュース・お茶などの調達


前日までにジュース、お茶、つまみ（菓子）を調達し、前日にふれあいセンターの冷蔵庫にて

冷やせるよう管理人にお願いする。


②講師の御礼


講師代として10,000円、お車代として2,000円の合計12,000円を御礼として練習会の休憩

時に先生に手渡す。

なお、豊香会の方には、当日後すみやかに御礼をする。（H18、19、20年度は3,000円の商品

券を「伊万里」さんに手渡した。）


③練習会の進行


練習会の進行は、講師の先生に従って進めれば問題はない。途中で休憩を入れることを先生と

事前に打合せしておく。終了時にも時間をとる。

カセットで曲を流すので、テープとラジカセを準備しておく。（23年度はＭＤ版を作成した。）

４　やぐら組立

①組立資材の運搬


集会所倉庫に資材があるので公園まで運搬する。


※　トラックで運搬すると大変楽なので、借りられる方を探すと良い。

(18・19・20年度は3丁目の安藤さんにお願いして借りた)


(22・23年度は1丁目の石原さんにお願いして借りた)


②やぐらの組立


各資材に黒マジックで「数字」と「西上」「東中」「東下」など記入されているので、これを参

考に組んでいく。


※　前年度の方や詳しい方がいると作業が早いので、ボランティア募集で呼びかけると良い。

③盆柱（入口柱）及びやぐらの位置


　入口柱用基礎が埋め込んであるので、そこに柱を立てボルトで固定する。


やぐらは図の場所をスコップで少し掘り、柱を立てると安定する。

④提灯用電線及び提灯・電球の取付け

前回の配線図どおりであれば、各電線に「黄色のタグ」で番号が付けてあるので、番号どおり

取付ける。電線が張り終えたら電球の取付けと提灯を取付ける。


※　提灯には、やぐらの上に取付ける大きい提灯が混ざっているので注意する。

（23年度は技術と情報舎に全面的に依頼した。素人がやると配線を切ってしまうことがあるため、その方がよいという話あり。）

⑤テント（全部で5張り）の仮張り

　２張りは集会所倉庫にあり、３張りは１・３・８丁目の自治会から借りる。


　　　　　　　　　　　(22・23年度は３丁目から１張り・８丁目から２張り借りた)


· 本部席2張り、休憩所3張り（時計塔の前あたり）


⑥電気工事の確認


工事後、電球が点灯するか、また、スピーカーで放送ができるか確認をする。


※　電気工事完了後の確認で電球切れがないか、電球取付け金具もよく壊れるので併せて確認

する。（23年度は技術と情報舎に全面的に依頼した。）


⑦やぐらの上に取り付ける竹（笹）

５丁目の玉置さんを通じて西町の方に依頼し、個人所有の竹の中から２ｍくらいもらう。


⑧飲み物


前日までにハマヤさんへ依頼する。

⑨当日の本部席・夜店等に使う机など


各自治会の夜店に使用する机は事前に必要数を確認し、不足分は小学校に予め文書でお願いし

て借用する。ビニールテープなどで、どこから来たものかをわかるようにしておくとよい。

※　統一自治会で所有する外用の机は10本程度しかなく、実際はそれ以上に必要なため小学

校から必要数を借用する。（体育館倉庫から借用。）

(23年度は12本借用したが不足していた、あと2～3本追加が必要だと考えられる。)

５　開催日当日

①最終準備


テントを本張りする。

マイクなどのセッティング（ワイヤレスマイク設備はふれあいセンターより借用）とアンプ・

テープデッキのセットなど。（23年度は技術と情報舎に全面的に依頼。ＭＤラジカセからの音


出しができるようになった。）

※　H23年度にはＭＤ版を作成した。頭出し及び曲変更は非常にスムーズにできるようになった。24年度もそのまま使用可能。ただし、曲が全体的に古いため、新曲を加えることが必要。（ＭＤに追加して録音すれば使用可能である。）

②差入れ


ひびき太鼓の方への差入れ（やぐらに上る人には助六寿司又はおにぎり、ビール、つまみなど。

また、移動する人には飲物）。女性会・豊香会の方への差入れ（おつまみ、飲物は適宜持って

行ってもらう）。なお、豊香会の人数は伊万里さんに確認しておく。

⑤のふれあいセンター・集会場の当番（トイレを一般開放するため当番が必要）の方にも差入

れを忘れない。

③司会進行


基本的には進行表のとおり進め、ゴミのことや踊りへの参加などについて、適宜アナウンスをする。

④かき氷、ポップコーン、綿菓子の人員確保

・無くなるまで人が途切れないので、交替できる程度の人員を確保する。


※　例年子供会と福祉委員の皆さんにお手伝いを依頼している。

・綿菓子は作り方にコツが必要。作り方をよく知っている人にレクチャーを受けておくか、事


前に作製のお手伝いを依頼しておくとよい。


⑤ふれあいセンター、集会所トイレの開放に伴う当番


ふれあいセンターは管理人にお願いし、集会所の当番は役員で行う必要があるので交替で行え

るよう段取りする。

⑥ビールの提供


ビールサーバーによる生ビールの提供は、一部の人で楽しんでいるとの意見があったため、Ｈ

17年度からは引換券にて缶ビールを提供している。


缶ビールが無くなり更にビールが必要になりそうな場合は、ハマヤさんに追加をお願いする。


なお、ハマヤさんには事前にそのむねを話しておく。

⑦子供会ソーラン踊り


　　　Ｈ18年度にソーラン踊りのために子供会と共同で鳴子を購入し、子供会で保管している。途

中の休憩時間にぜひ発表の場をプログラムに組み込む。また、子供会会長とも相談のうえ、司


会進行と事前に打合せしてアンコールを入れると良い。（H19・20年度は8:00～発表）

Ｈ22年度は子供会としてのソーラン踊りは中止。盆踊りの曲の一部として曲を流し、子供

さんに踊ってもらうという方法もあるが、23年度は曲自体も流さなかった。ソーラン踊りを

実施するかは子供会と協議が必要。

⑧その他


・差し入れやお祝いについては、司会者席の近くにビニールひもを貼り、掲示した。

・ご祝儀については、管理者を明確にしておく。（23年度は文体副が管理した。）

６　やぐらの撤去

①やぐら解体


通常の日程では、開催日の翌日の日曜日に実施する。


※　雨天などで日曜日にできないときは、翌週の土曜日又は日曜日に実施する。

基本的には組立時の逆の作業を行う。


②机の返却


小学校に机を借用しているので返却する。


※　借用の依頼り時に教頭先生と打合せをして、借りた場所へ返却する。

③その他


組立時と同様に、解体時もトラック利用すると大変助かるため、借りられる方を探すと良い。

※　トラックを借りた方には御礼（1台につき商品券3,000円）を渡す。なお、御礼は組立て

時と解体・撤去時にそれぞれ渡す。

７　その他

①かき氷の手配

板氷は缶ビールと缶ジュースを冷やすのも含めて購入する。

※　かき氷は無くなり次第終了するむねを役員会で徹底すると良い（プログラムにも明記して

あるが）無くなってきたら放送でも連絡する。

②休憩所


テントは3張り確保。それぞれ、女性会・豊香会・一般の方に使用していただく。青いビニールシートは手荷物置き場として利用。椅子はふれあいセンターのものを使用する。（集会場と混ざらないようにする。）

③夜店の場所


夜店の場所については役員会で昨年と同様でよいかを確認すると良い。

④領収書について


盆踊りに限らず、買い物をした時はレシートのみではなく領収書をもらうようにする。

※　領収書をもらうと明細の分かるレシートは回収されるのでレシートのコピーをもらう。

※　つつじが丘統一自治会あてにしてもらうこと。（個人名のものは不可。）

⑤案内状

市長・松が丘及び西町の会長・つつじが丘及び松が丘の市議会議員へ案内している。

H18年度以降、松が丘長寿会会長、小・中学校ＰＴＡ会長を追加した（22・23年度も案内）。

※　上記以外で統一自治会長から他にも出せるように宛先無地の文書が必要か統一自治会長

に確認する。


⑥役員の目印


H16年度は協議の結果リボンを付けた。H18年度はリボンを買い増したがつけなかった。H19年度以降は付けていない。協議の上決定するとよい。

⑦ポップコーン、綿菓子器の借用

開催日程決定次第、すぐに鵜沼市民サービスセンターへ鵜沼自治会連合会長宛の「借用願」（サ

ービスセンターに備付けてある）でもって申込む。

※　開催日の1～2日前に借りておき、使用後はきれいに洗って返す。

鵜沼市民サービスセンターからは借りるのが困難になってきている。(故障のため各2台

あった機械が各1台になったため）

Ｈ22・23年度はレンタル会社から借りた。鵜沼市民サービスセンターから借りられなかった

場合、６月の役員会で予算（案）の承認を取りレンタル会社で借りる。

（予算は、レンタルする場合を想定して組んでおく方がよい。）


【新春の集い】


１　開催日

まちづくり協議会が主催なので、開催日程は統一自治会では決定できない。


（従来の企画では、会場に「大鍋コーナー」が設けられ、つつじが丘統一自治会は「どて煮」を、松が丘連合自治会は「豚汁」を、それぞれ担当して振舞うことになつている。）

２　協議事項

①予算（案）

11月の事務局会議で諮り、12月の役員会で承認をとる（まち協担当には、引続き「どて煮」

にするかどうか・助成金の有無と金額などを、予め情報聴取して確認しておくと良い）。

②役割分担表（案）

11月の事務局会議で諮って内諾をとり、12月の役員会で承認と確認をとる。


※　当日の役割は「どて煮」の番に、同じ自治会内の副会長が１度に２名取られないように配慮できるとよいが、実際にはなかなか難しい。23年度は、鍋当番を決めてあったが、実際には、全員で協力しないとうまく回っていかなかった。単位自治会の仕事については、副会長は基本的には免除していただく方向で依頼しておく方がよい。

３　食材等の手配（「どて煮」の場合）


①食材（ヤマワへ手配）


食肉以外の食材はヤマワへ発注する。


（各購入数量は材料の一覧表で確認すること）


　　　※　ふれあいセンターへ配達いただけるので当日配達してもらうように依頼する。


　　　※　里芋は皮むきのものの方が手間がかからない。


②食肉（お肉やさんへ手配。平和堂だと予算内では買えない。）

H18・19・20年度は豚ホルモン（40㎏）と牛スジ肉（25㎏）を手配。

※　ふれあいセンターへ配達いただけるので当日配達してもらうように依頼する。


※　H22・23年度は豚ホルモンのみにした。（牛スジ肉は調理に時間がかかるため。）


③プロパンガス借用（ＪＡガスセンターへ手配）


ガスにつなぐ鋳物のコンロは集会所に２個あるので借用するのはガスボンベ（10㎏）とコン

ロをつなぐゴムホース（コンロ抜け留め付き）まで依頼する。


※　当日の配達はできないので、平日にふれあいセンターへ配達してもらうように依頼する。

（H20年度は金曜日の午後に配達依頼し、前日の仕込み作業に使用したが、火力が弱く時


間がかかったので、急遽、集会所の大口ガスコンロ2個で切り替えて煮込んだ。）

④その他（必要に応じて手配）


当日は季節柄、風が強いので風よけフェンスを用意する。


※　H19年度に「風除けフェンス」を不燃材で製作したので、当分の間、これを使用できる。

（寸胴鍋2個・大しゃもじ2本と一緒に集会所倉庫で保管してある。）

⑤当日のセッティングについて


　※　H23年度のセッティングの様子、配置について写真データを残してあるので参照のこと。


　　（エクセルファイルに貼り付けてある。）　

 　　

４　前日の仕込み（「どて煮」の場合に実施）


①作業時間

作業は9：00～17：00頃まで（この時間までに完了したい）。


②作業工程


午前中にネギ等の下ごしらえを行い、正午くらいから煮込み始め、夕方まで煮込む。（レシピがあるので参考にすると良い。）ふれあいセンターの大口ガスコンロで一鍋1時間弱でできる。

各鍋に8割程度の量になるようにしておくと、運搬時が楽である。


③封印


※　煮込み終了後は事務局長が封印する（毒物などの混入防止のため）。

（翌日の開封も事務局長が開封する。）


※　新聞と布テープで封印し、押印。紙テープは取りにくいので布テープがよい。


④準備する量


H23年度は寸胴鍋で7杯分（800人分）を準備した。

○里芋については、皮むきの状態の冷凍物を注文した方が作業が早い。


⑤その他


　・床に敷く段ボールをたくさん用意しておくこと。（かなり床が汚れるため。）


　　・各単位自治会の副会長に依頼。男性が複数必要。（鍋が重いため。）昼食は当日調達する。

（その時点で仕事をしている人の分を用意。また、中学生のボランティアについては、まち協に事前に依頼しておく。昼食をどうするかは事前に検討しておく。23年度は午前中の作業で終わったので、ジュースとお菓子を渡して解散した。）

・午後からの煮込みは、常時２～３名以上で鍋の番を行う。

　　・H23年度は9時～5時まで、当番制で作業した。文体の正副はどちらかが必ず常駐した。

　　・前日に、トラックに乗せられるものは乗せておくとよい。（23年度は1丁目石原さんからト


ラックを借用した。当日の運搬もお手伝いしていただけた。）

５　当日の作業及び振る舞い

①鍋の運搬

　　前日仕込んだ寸胴鍋7杯分をトラックで運搬した。前年度までは、水を足して再度煮込ん

だとのことであったが、23年度はそのまま暖めた。前日に寸胴鍋に80％位の量になるように

調整して調理してあったので、特に入れかえもしないで運んだ。

②机の運搬


・集会所から外用の机（足の長い机2本及び足の短い机1本）を搬送する。

・H23年度は前日にトラックに積み込んでおき、当日朝、搬送した。


③振る舞い時間の調整


・量が不足しないように、鍋の残り状況を見て小学生が下山してからの分を２鍋位残せるよう

に、1列に並んでもらったり2列に並んでもらったりして、時間調整しながら振る舞う。

　　　　　・23年度は、大変な人気であったため、下山者分を確保するため、鍋の準備のペースを調整


し、途中で一時配膳を打ち切るなどして対応した。まち協からの連絡が早く確実に届くとよ


いが、よくわからない場合もあるので、時々本部に確認するとよい。

６　その他

①手配の時期


食材等の手配は年内に済ませておく（ヤマワ・お肉やさん）。

②ふれあいセンターの道具借用


寸胴鍋はふれあいセンターの倉庫に4個（集会所倉庫に2個）ある。H23年度は5丁目か

ら寸胴鍋を１つ借用した。もう１つ２つ寸胴鍋があるとよい。

③後片づけ


・鍋は油汚れがひどいので、小学校での水洗いではきれいに落とせない。ふれあいセンター　


でお湯で洗うこと。（その際、ふれあいセンターの洗剤・スポンジなどを傷めるので、

新品を購入してふれあいセンター担当に渡しておく）。

　　　・用済みになった大鍋（大）・金属製バケツ・寸胴鍋などは、その都度、ふれあいセンターで


洗ってきれいに拭き、順次整理をしていく。

【 その他行事】


1　 夏まつり

まち協が主催。統一自治会に対しお手伝いの割り当てが数名あるが、文化体育担当としては、

特に為すべき仕事はない。


２　八木山クロスカントリー

夏まつりと同様で、統一自治会に対しお手伝いの割り当てが数名あるが、文化体育担当としては

特に為すべき仕事はない。


３　認可団体主催行事の後援

　　H19年度は女性会主催の「ふれあいコンサート」後援で20,000円助成した。


　　また、ふれあいセンターのピアノ修理費を負担した。


H20年度は女性会主催の「ふれあいコンサート」後援で20,000円助成とピアノ調律費を負担した。
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